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水道料金算定の考え方
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１ 水道料金算定の考え方

１－１ 料金算定の大きな流れ ①総括原価（営業費用＋資本費用）

総括原価とは、算定期間（令和９～13年度の５年間）に水道料金で回収すべき費用の総額
です。「営業費用」と「資本費用」を合計して算定します。

運営に関する費用

・浄水場等の維持管理費

・動力費・薬品費

・受水費（北九州市）

・検針・徴収の委託料

・人件費 など

＋

施設に関する費用

・企業債の支払利息

・減価償却費 など

・資産維持費(見込む必要有)

＝将来の建設改良の原資

＝

総括原価

料金で回収すべき額

最低限必要な額

＋

損益黒字となる額

【資産維持費とは】

施設・管路の更新など再投資（建設改良）の原資として料金に算入する費用であり、原則は

見込むこととされています。
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※減価償却費は施設取得費用の分割払い

＝施設の取得費用
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１ 水道料金算定の考え方

１－１ 料金算定の大きな流れ ②原価の分解と基本料金・従量料金への配分

総括原価は、基本料金と従量料金に配分します。

総括原価 （料金で回収すべき額）

基本料金で回収

水を使わなくてもかかる費用

（検針・メーター・施設の維持など）

従量料金で回収

水を使うほどかかる費用

（動力費・薬品費・受水費など）

水を使わなくてもかかる費用は基本料金で、水を使うほどかかる費用は従量料金で回収しま
す。基本料金が高くなりすぎないよう、施設の維持にかかる費用の一部は従量料金にも配分し
ます。
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１ 水道料金算定の考え方

１－２ 口径別料金と用途別料金

水道料金は「基本料金＋従量料金」です。基本料金の決め方には２つの考え方があります。

水道料金 ＝ 基本料金 ＋ 従量料金

口径別（原則）

・メーター口径の大きさごとに設定

・「口径＝給水能力」で公平・明快

φ13 φ20 φ25

用途別（現行）

・水の使いみちごとに設定

・政策的な配慮が入り、原価と対応

しにくい

一般用 営業用 浴場用

【香春町の現状】

現行料金は「用途別」（一般用・営業用・浴場用・団体用・一時用）です。

本資料は、「口径別」に移行した場合の原価に基づき算定した改定案です。

★採用

6



2026/9/2

4

１ 水道料金算定の考え方

１－３ 基本水量と基本料金

基本水量とは、基本料金の範囲内で使える水量です。現行では10㎥を付与しています。

基本水量を廃止し「使った分だけ負担する」料金とすることで、少量使用世帯の負担感の緩
和と負担の公平性の確保につながります。

基本水量あり（現行）

料金（円）

使用水量（㎥）10㎥

基本料金

5㎥でも10㎥と同じ料金負担→不公平

0㎥

基本水量なし（原則）

料金（円）

使用水量（㎥）10㎥

基本料金

使った分だけ負担→全員が公平

0㎥

★採用
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総括原価及び資産維持率

２－１ 料金改定案の一覧

２－２ 改定料金（案）の提示

２－３ 将来の財政収支

２－４ 改定料金（案）の評価

8
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２ 総括原価及び資産維持率

２－１ 料金改定案の一覧

料金算定期間である５年間（令和9年～令和13年度）の資産維持率別の総括原価を下記の
とおり設定しました。

案 資産維持率
総括原価（税抜き）

（百万円）
改定率

現行 － 833 ±0％

0案 0％ 1,262 ＋51.5％

0.2案 0.2％ 1,287 ＋54.5％

1案 1％ 1,386 ＋66.4％

2案 2％ 1,511 ＋81.4％

3案 3％（標準） 1,636 ＋96.4％

※資産維持率を0.2％以上見込んだ場合、料金算定期間の損益は黒字になります。

★

9

総括原価 ＝ 最低限必要な額 + 資産維持費（見込む必要有）

最低限必要な額

２ 総括原価及び資産維持率

２－２ 改定料金（案）の提示

資産維持費は最低限見込む必要があることから、＋54.5％の改定が必要となる見込みです。

＋51.5％

1,262

833

1,287
1,386

＋54.5％
＋66.4％

1,511

＋81.4％

1,636

＋96.4％選択しない
（比較用）

★

10
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２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（現行の場合）

損益：赤字が続く見込みです。
資金残高：令和11年度に資金が枯渇します。
総括：損益、資金確保の両面から現行料金を維持することは望ましくありません。

現行給水収益１年分＋α（約200百万円）

11

赤字で推移

資金枯渇

２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（0案の場合）

現行給水収益１年分＋α
（約200百万円）

損益：令和13年度以降は赤字となる見込みです。
資金残高：令和12年度以降は現行給水収益の1年分以上の資金確保が可能です。
総括：資金確保できますが、令和13年度以降は損益が赤字になるため料金見直しが必要です。

12

料金見直し 資金確保

※令和9年10月に料金改定した場合の試算
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２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（0.2案の場合）

現行給水収益１年分＋α
（約200百万円）

★

損益：令和14年度以降は赤字となる見込みです。
資金残高：令和12年度以降は現行給水収益の1年分以上の資金確保が可能です。
総括：資金確保できますが、令和14年度以降は損益が赤字になるため料金見直しが必要です。

13

資金確保

※令和9年10月に料金改定した場合の試算

料金見直し

２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（1案の場合）

現行給水収益１年分＋α
（約200百万円）

損益：令和17年度に赤字となる見込みです。
資金残高：令和11年度以降は現行給水収益の1年分以上の資金確保が可能です。
総括：令和17年度に損益赤字となるため料金見直しが必要です。

令和17年度の資金残高は給水収益の約2.4年分です。
14

料金見直し 資金確保

※令和9年10月に料金改定した場合の試算
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２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（2案の場合）

現行給水収益１年分＋α
（約200百万円）

損益：黒字を維持できる見込みです。
資金残高：料金改定後すぐに現行給水収益の1年分以上の資金確保が可能です。
総括：損益、資金は十分確保可能です。

令和17年度の資金残高は給水収益の約3.4年分となり、やや過大となります。
15

黒字で推移 資金確保

※令和9年10月に料金改定した場合の試算

２ 総括原価及び資産維持率

２－３ 将来の財政収支（3案の場合）

現行給水収益１年分＋α
（約200百万円）

損益：黒字を維持できる見込みです。
資金残高：料金改定後すぐに現行給水収益の1年分以上の資金確保が可能です。
総括：損益、資金は十分確保可能です。

令和17年度の資金残高は給水収益の約4.4年分となり、過大となります。
16

黒字で推移 資金確保

※令和9年10月に料金改定した場合の試算
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２ 総括原価及び資産維持率

２－４ 改定料金（案）の評価

最低限度の値上げ（資産維持率0.2％）で十分な資金残高（1.5年分）を確保可能

17

案 資産維持率 改定率 損益
資金残高
R17時点

総括

現行 － ±0％
×

（赤字）
×

（枯渇）
×

0案 0％ ＋51.5％
△

（R13赤字）
◎

（1.3年分）
〇

（R13料金見直し）

0.2案 0.2％ ＋54.5％
〇

（R14赤字）
◎

（1.5年分）
〇

（R14料金見直し）

1案 1％ ＋66.4％
〇

（R17赤字）
◎

（2.4年分）
〇

（R17料金見直し）

2案 2％ ＋81.4％
◎

（黒字）
◎

（3.4年分）
△

（資金やや過大）

3案 3％（標準） ＋96.4％
◎

（黒字）
◎

（4.4年分）
△

（資金過大）

★

料金体系及び基本料金率

18

３－１ 改定料金（案）の体系

３－２ 田川市郡との料金比較

３－３ 料金水準の抑制に向けた提案
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３ 料金体系及び基本料金率

３－１ 改定料金（案）の体系

総括原価は資産維持率0.2％の1,287百万円を採用し、基本料金率39％で配分した料金体系を
示します。これを素案とします。基本料金率39％は令和7年度の実績。

総括原価（令和9〜13年度）

1,287百万円

基本料金で回収：502百万円（39％）

従量料金で回収：785百万円（61％）

・基本水量：なし（使った分だけ負担）
・料金体系：口径別（メーター口径ごと）
・改定率：＋54.5％

口径 基本料金（円／月）

13mm 1,730

20mm 4,150

25mm 6,560

30mm 9,680

40mm 17,920

50mm 29,560

75mm 69,010

100mm 124,560

従量料金（超過料金） 200円／㎥（一律）

1ヶ月使用料金（口径13mm・税抜き）：20㎥＝5,730円 ／ 5㎥＝2,730円
資産維持率0.2％・基本料金率39％の料金体系を、周辺自治体と比較します。

19

※基本料金率は総括原価に占める基本料金の割合

素案の料金体系

３ 料金体系及び基本料金率

３－１ 改定料金（案）の体系

素案（資産維持率0.2％）、基本料金率39％における1ヶ月の水道料金（口径13mm・税抜き）
は、次のとおりです。

使用水量 現行料金 改定料金（0.2案） 増減額 増減率

1ヶ月20㎥ 4,016円 5,730円 ＋1,714円 ＋42.7％

1ヶ月5㎥
（共用･特定）

746円 2,730円 ＋1,984円 ＋266.0％

1ヶ月5㎥
（一般用Ａ）

1,316円 2,730円 ＋1,414円 ＋107.4％

【改定料金（0.2案）の内訳】
基本料金（口径13mm）1,730円／月 ＋ 従量料金 200円／㎥（一律）×使用水量（㎥）
1ヶ月20㎥：1,730円＋200円×20㎥＝5,730円
1ヶ月5㎥ ：1,730円＋200円×5㎥ ＝2,730円

20

周辺自治体と比較する素案の20㎥、5㎥の料金



2026/9/2

11

３ 料金体系及び基本料金率

３－２ 田川市郡との料金比較（1ヶ月20㎥使用の場合）

1ヶ月20㎥使用料金（税抜き）を他都市と比較すると、次のとおりです。

21

周辺自治体と格差がない料金
概ね 5,000円

素案
基本
料金率
39％

現行
料金

料金改定

３ 料金体系及び基本料金率

３－２ 田川市郡との料金比較（1ヶ月5㎥使用の場合）

1ヶ月5㎥使用料金（税抜き）を他都市と比較すると、次のとおりです。

22

料金改定

現行
料金

素案
基本
料金率

39％
現行
料金
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３ 料金体系及び基本料金率

３－３ 料金水準の抑制に向けた提案

素案（基本料金率39％）では、20㎥料金が5,730円です。
周辺自治体は概ね5,000円なので、これにおさまる案はケース80となります。

配分ケース 基本料金率 従量料金率
5㎥料金
（税抜き）

20㎥料金
（税抜き）

ケース20 20％ 80％ 2,210 6,140

ケース30 30％ 70％ 2,490 5,940

素案 39％ 61％ 2,730 5,730

ケース40 40％ 60％ 2,755 5,710

ケース50 50％ 50％ 3,030 5,490

ケース60 60％ 40％ 3,305 5,270

ケース70 70％ 30％ 3,585 5,070

ケース80 80％ 20％ 3,860 4,850

23

周辺自治体
概ね 5,000円

※基本料金率は総括原価に占める基本料金の割合

３ 料金体系及び基本料金率

３－３ 料金水準の抑制に向けた提案

総括原価は資産維持率0.2％の1,287百万円を採用し、ケース80（基本料金率80％）で配分し
た料金体系を示します。

総括原価（令和9〜13年度）

1,287百万円

基本料金で回収：1,030百万円（80％）

従量料金で回収：257百万円（20％）

・基本水量：なし（使った分だけ負担）
・料金体系：口径別（メーター口径ごと）
・改定率：＋54.5％

口径 基本料金（円／月）

13mm 3,530

20mm 8,670

25mm 13,790

30mm 20,230

40mm 37,630

50mm 61,210

75mm 144,910

100mm 262,590

従量料金（超過料金） 66円／㎥（一律）

1ヶ月使用料金（口径13mm・税抜き）：20㎥＝4,850円 ／ 5㎥＝3,860円

24
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総括

４－１ 今後の進め方

25

４ 総括

４－１ 今後の進め方

本日ご審議いただいた内容を踏まえ、次回委員会では料金改定の基本方針（案）を
お示しします。

第２回
（本日）

料金算定の仕組みの共有
改定料金（案）の比較・審議

第３回
（令和8年11月中旬）

料金改定の基本方針（案）
改定シミュレーション・ケースの絞り込み

第４回
（令和9年1月中旬）

第１回～３回のまとめ
意見書（案）の審議・決定

注）委員会の開催時期や内容は、進捗状況等により変更になる可能性があります。
26


